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【
う
ら
へ
続
く
】

　

２
０
１
８
春
闘
。
月
例

賃
金
１
８
０
０
円
改
善（
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
７
０
０
円
、

成
果
手
当
１
１
０
０
円
）、

特
別
手
当
１
４
９
万
９
千

円
（
年
間
、
40
歳
一
般

１
級
）
で
妥
結
（
14
日
）。

「
去
年
の
実
績
を
４
０
０

円
上
回
っ
た
」「
シ
ニ
ア

ス
タ
ッ
フ
特
別
手
当
は

月
１
２
５
０
円
改
善
さ
れ

る
」「
昨
年
よ
り
ち
ょ
っ

と
多
い
け
ど
、
評
価
で
ま

す
ま
す
格
差
が
拡
が
る
」

「
非
正
規
社
員
の
一
律
の

首
相
だ
。
内
閣
は
総
辞
職

す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
飯
原
発
３
号
機
再
稼

動
（
14
日
）。「
冬
場
の
電

力
需
要
期
で
も
電
力
は
足

り
て
い
た
。
再
稼
働
は
必

要
な
い
」「
30
㌔
圏
内
で

も
、
県
内
の
他
の
自
治
体

や
隣
接
し
た
京
都
府
、
滋

賀
県
は
同
意
し
て
い
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」

提
出
（
９
日
）。「
立
憲
民

主
党
、
共
産
、
自
由
、
社

民
の
野
党
４
党
共
同
で
衆

院
に
提
出
し
た
」「
ぜ
ひ

成
立
さ
せ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
が
亡

　
「
森
友
学
園
」
の
公
文

書
改
ざ
ん
は
、
憲
法
に
明

記
さ
れ
た
国
民
主
権
と
議

会
制
民
主
主
義
を
ふ
み
に

じ
る
歴
史
的
犯
罪
行
為
で

す
。

　

文
書
の
改
ざ
ん
は
、
昨

年
２
月
17
日
、
安
倍
首
相

が
国
会
で
「
私
や
妻
が
関

与
し
て
い
れ
ば
首
相
も
国

会
議
員
も
や
め
る
」
と
答

弁
し
た
直
後
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
佐
川
前
理
財

局
長
の
答
弁
は
そ
の
後
の

３
月
で
あ
り
、
改
ざ
ん
が

首
相
答
弁
と
の
整
合
性
を

取
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　

政
府
は
「
佐
川
答
弁
に

合
わ
せ
て
改
ざ
ん
し
た
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う

で
あ
れ
ば
問
題
と
な
っ
た

事
前
の
価
格
提
示
な
ど
の

削
除
で
済
む
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
改
ざ
ん
文
書
で

は
、
安
倍
昭
恵
氏
に
つ
な

が
る
文
書
の
存
在
、
痕
跡

が
す
べ
て
消
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
森
友
学
園
理
事
長

が
改
憲
・
右
翼
団
体
「
日

本
会
議
」
関
係
者
で
あ
る

こ
と
や
、
首
相
と
同
団
体

と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る

森
友
公
文
書
改
ざ
ん

　
　

首
相
答
弁
に
符
合

　
　

歴
史
的
な
犯
罪
行
為

　
　

安
倍
内
閣
は
総
辞
職
を

い
た
」「
近
畿
財
務
局
の

担
当
職
員
が
自
殺
し
た
」

「
佐
川
氏
と
安
倍
昭
恵
氏

の
証
人
喚
問
が
必
要
だ
」

「
麻
生
大
臣
の
他
人
事
の

よ
う
な
言
動
に
腹
が
立

つ
」「
お
お
も
と
は
安
倍

賃
金
改
善
は
見
送
ら
れ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
の
文
書
書
き

換
え
問
題
。「『
本
件
の
特

殊
性
』
や
安
倍
昭
恵
氏
の

名
前
な
ど
が
削
除
さ
れ
て

説明責任はたせ！　安倍首相はやめよ！
連日、国会・官邸前へ抗議行動

部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
ざ
ん
は
首
相
答
弁

に
合
わ
せ
、「
首
相
案
件
」

で
あ
る
こ
と
を
隠
蔽
す

る
た
め
に
始
ま
っ
た
の
で

す
。

　

公
文
書
は
国
民
の
知

的
共
有
財
産
で
あ
り
、
そ

の
改
ざ
ん
は
主
権
者
で
あ

る
国
民
を
欺
く
重
大
問
題

で
す
。
安
倍
昭
恵
氏
や
佐

川
氏
の
証
人
喚
問
は
事
態

の
徹
底
解
明
に
不
可
欠
で

す
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は

内
閣
全
体
の
責
任
で
す
。

国
会
と
国
民
を
愚
ろ
う
し

た
安
倍
内
閣
は
総
辞
職
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

「アベはやめろ」「ウソをつくな」と若者たちが
　コール　14日、首相官邸前

12日から続く抗議はついに 1万人突破
16日、首相官邸前
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

藤
九
段
、
羽
生
竜
王
に
次

ぐ
史
上
３
人
目
で
最
年
少

で
の
記
録
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

一
、
韓
国
大
統
領
の

特
使
は
、
米
国
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
面
会
し
、
北

朝
鮮
の
金
キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
委
員
長
が

非
核
化
に
取
り
組
む
と
の

べ
て
い
る
と
と
も
に
、
米

朝
首
脳
会
談
の
開
催
を
提

案
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

た
。韓
国
特
使
に
よ
る
と
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
恒

久
的
な
非
核
化
を
達
成
す

る
た
め
に
、
金
委
員
長
と

５
月
ま
で
に
会
談
す
る
と

の
意
向
を
表
明
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

米
朝
首
脳
会
談
へ
の
動

き
を
歓
迎
す
る
。
首
脳
会

談
が
実
現
し
、危
機
打
開
、

緊
張
緩
和
、
非
核
化
、
平

和
体
制
の
構
築
に
つ
な
が

る
こ
と
を
強
く
願
う
。

　

一
、
日
本
政
府
は
、
従

来
の
対
話
否
定
論
を
あ
ら

た
め
、
米
朝
対
話
へ
の
動

き
を
促
進
し
、
成
功
さ
せ

る
立
場
に
た
つ
べ
き
で
あ

る
。

3 月 21 日（水）春分の日
会場：代々木公園 B地区 12：30 ～（15：00 デモ出発）
主催：「さようなら原発」一千万署名市民の会

米
朝
首
脳
会
談
へ
の
動
き
を
歓
迎
す
る

　
　
　

日
本
共
産
党
委
員
長 

志
位
和
夫

九条科学者の会発足１３周年のつどい
「改憲構想とアベノミクスを読み解く」

3 月 24日（土）14：00～ 17：00
文京シビックセンター４階シルバーホール
講演 (1) 小森陽一さん（東京大学大学院教授）
講演 (2) 金子　勝さん（慶應義塾大学教授）
参加費（資料代）：500 円
主催：九条科学者の会

いのちを守れ くらしを守れ フクシマと共に 
さようなら原発 3.21 全国集会

く
な
る
。「
21
歳
か
ら
Ａ

Ｌ
Ｓ
を
発
症
し
、
車
椅
子

で
生
活
し
な
が
ら
宇
宙
の

起
源
や
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

な
ど
に
関
す
る
独
創
的
な

宇
宙
論
を
発
表
し
た
」「
ト

ラ
ン
プ
の
パ
リ
協
定
離
脱

に
す
ぐ
批
判
発
言
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

藤
井
聡
太
六
段
が
２
０

１
７
年
度
の
記
録
全
４

部
門
で
４
冠
を
達
成
（
13

日
）。「
対
局
数
70
、
勝
利

数
59
、
連
勝
29
、
勝
率

０
・
８
４
３
は
す
ご
い
記

録
だ
」「
４
冠
達
成
は
内

核廃絶へ
日本政府が最悪の妨害者

　米の核削減に反対
　核弾頭の最新鋭化も促す

　

オ
バ
マ
前
米
政
権
が
新

た
な
「
核
態
勢
見
直
し
」

を
打
ち
出
し
た
際
に
、
米

戦
略
態
勢
委
員
会
が
行
っ

た
意
見
聴
取
に
対
す
る
日

本
側
の
文
書
発
言(

09
年

２
月
25
日
付)

と
関
連
文

書
を
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

が
入
手
し
ま
し
た
。

　

同
文
書
に
よ
れ
ば
日
本

の
大
使
館
関
係
者
は
、
水

上
発
射
型
核
巡
航
ミ
サ
イ

ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
退
役

に
懸
念
を
表
明
し
て
代
替

兵
器
の
配
備
を
要
望
し
、

老
朽
化
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
核
弾
頭
の
最
新
鋭
化
も

促
す
な
ど
、
核
兵
器
削
減

に
強
い
懸
念
を
示
し
、
質

量
と
も
に
核
戦
力
の
維

持
・
増
強
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
日
本
側
は
「
低
爆
発

力
の
地
中
貫
通
型
核
兵
器

が
拡
大
抑
止
に
特
に
有
効

だ
」
と
述
べ
、
こ
れ
に
米

側
の
委
員
の
一
人
が
驚
い

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
バ
マ
政
権
の
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
に
、
日

本
政
府
が
最
悪
の
妨
害
者

で
し
た
。
い
ま
も
日
本
政

府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を

拒
み
、
日
本
と
世
界
の
核

廃
絶
の
願
い
を
裏
切
っ
て

い
ま
す
。

可
能
性
に
挑
む
姿
に
感
動

す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
急
に
暖
か
く
な
っ
た
」

「
ス
ギ
花
粉
が
ピ
ー
ク
だ
」

大
会
。「
ス
キ
ー
大
回
転

で
村
岡
桃
佳
選
手
、
ス
ノ

ボ
ー
で
成
田
緑ぐ
り
む夢
選
手
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
距
離
で
新

田
佳
浩
選
手
が
金
を
と
っ

た
」「
家
族
の
支
え
に
感

謝
し
て
い
た
」「
自
分
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト

公
教
育
へ
の
介
入
圧
力

許
せ
な
い

報
告
を
繰
り
返
し
求
め
て

い
た
。

　

文
科
相
は
事
実
確
認
の

た
め
と
い
う
が
極
め
て
異

例
だ
。
前
川
氏
個
人
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
恫
喝
で

あ
り
、
教
育
へ
の
政
治
の

不
当
な
介
入
・
圧
力
だ
。

安
倍
政
権
へ
の
敵
対
者
に

対
す
る
異
常
な
攻
撃
体
質

の
あ
ら
わ
れ
だ
。
せ
ん
り

つ
を
覚
え
る
。
絶
対
に
許

せ
な
い
。　
　
　
（
Ｅ
）

「
い
つ
も
よ
り
症
状
が
激

し
い
」「
17
日
、
東
京
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開
花
し

た
。平
年
よ
り
９
日
早
い
」

　

文
部
科
学
省
が
同
省
の

前
川
前
事
務
次
官
を
授
業

の
講
師
に
呼
ん
だ
公
立
中

学
校
に
対
し
て
、
授
業
内

容
や
招
い
た
判
断
な
ど
の

　

志
位
和
夫
委
員
長
は
９
日
、
談
話
を
発

表
す
る
と
と
も
に
６
カ
国
協
議
の
関
係
国

に
送
り
ま
し
た
。


